
年末年始の業務のご案内 ２～３

「地域防災計画」の見直しに向けて ４

米原駅東口周辺まちづくり事業「事業プロポーザル」の方針公表 ６
次回の広報まいばら発行日　１月１日号　12月22日（木）

主 な 内 容
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見やすい場所に貼りつけて 

ご利用ください。 

（12月２１日～1月5日） 
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各種行政手続き （出生・死亡・婚姻届などの戸籍の届出は年末年始も
市役所4庁舎の休日夜間窓口にて受付しています。）斎場（こもれび苑）

12月29日（木）～1月3日（火）はお休み。

12月29日（木）～1月3日（火）はお休み。

■問 米原庁舎1 52-1551 近江庁舎1 52-3111
山東庁舎1 55-2040 伊吹庁舎1 58-1121

1月1日（日）は予約の
受付のみとなります。
その他の日程は毎日業

務をしています。
受付時間　
8時30分～17時15分
■問 こもれび苑　

1 78ー2203

市役所各庁舎（米原、近江、山東、伊吹）

行政サービスセンター（息郷、醒井、柏原、吉槻）

年末年始　診療所の開業時間

救急医療 第1次医療体制【比較的軽症なとき】年末年始の内科・小児科の救急医療は、当番制で対応しています。

歯科救急診療 年末年始の歯科救急診療は、当番制で対応しています。

米原診療所
（住所:三吉581 154-5311）

診療所名・住所 診療
時間

近江診療所
（住所:能登瀬1303 154-2127）

地域包括ケアセンターいぶき
（住所:春照58-1 158-1222）

吉槻診療所（住所:吉槻1356 159-0419）
大久保出張所（大久保638-6）
板並出張所（上板並203-2）

12月
21日
（水）

22日
（木）

23日
（金）

24日
（土）

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

１月
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12月
21日
（水）

22日
（木）

23日
（金）

24日
（土）

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

１月

子どもの場合
上記以外

日赤
市民

日赤
市民

日赤
日赤

日赤
日赤

市民
市民

日赤
日赤

市民
市民

日赤
日赤

長浜米原休日急患診療所
（住所:長浜市八幡東町632 165-1525）

診療時間 午前08時30分～11時30分
午後12時30分～17時30分

診療
時間

12月
21日
（水）

22日
（木）

23日
（金）

24日
（土）

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

１月
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午後
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小児救急電話相談　短縮ダイヤル＃8000 1077-524-7856こどもの救急ホームページ　

http://www.kodomo-qq.jp/ ●相談日時 平日・土曜日18時～翌朝8時/日曜日・祝日 9時～翌朝8時
●対象者 県内在住の15歳以下のお子さんとその家族

お子様のケガや急病で、病院へ行ったほうがよいか判断に迷ったとき・・・

第二次医療体制（重症なとき）
診療時間　8時～翌朝8時

日赤…長浜赤十字病院　163-2111
市民…市立長浜病院　　168-2300

※その他の日程で12月23日（金・祝）以外
の平日は業務をしています。

※その他の日程で12月23日（金・祝）以外
の平日は業務をしています。

略　号
小山内
ひかり
若　森
しみず
松　原
本　康
川　崎

歯科医院名
小山内歯科医院
ひかり歯科医院
若森歯科医院
しみず歯科医院
松原歯科医院
本康歯科クリニック
川崎歯科医院

住　　所
長浜市内保町2708
米原市柏原982-4
長浜市大宮町8-7
長浜市口分田町790-1
米原市下多良1-16
長浜市曽根町767
長浜市宮司町74

1
74－3231
57－1315
63－8766
63－7722
52－4555
72－5222
65－3222

担当医院
小山内

ひかり

小山内

若森

小山内

しみず

松原 本康 川崎

12月 １月

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

大久保
板並

大久保
板並

大久保
板並

救急医療 第2次医療体制【重症なとき】年末年始の内科・小児科の救急医療は、当番制で対応しています。



米原市公式 
ウェブサイトにも 
のっているよ。 

（12月２１日～1月5日） （12月２１日～1月5日） 

可燃ごみの収集日

図書館
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12月22日（木）、26日
（月）と29日（木）～1月4日
（水）までお休み。その他の
日程は開館しています。
※年末休館のため、12月15日～
28日は図書の貸出冊数を15冊
から無制限に変更します。

山東図書館・近江図書館

公民館・ジョイいぶき

12月26日（月）と12月29日
（木）～1月3日（火）までお休み。
その他の日程は開館しています。

図書館・公民館などのイベント詳細は広報まいばら12月１号のカレンダーページをご参照ください。

米原公民館・近江公民館・
伊吹薬草の里文化センター
（ジョイいぶき） 12月26日（月）と12月28日

（水）～1月4日（水）までお休み。
その他の日程は開館しています。

山東公民館

＊それぞれ収集日の朝8時30分までに決められた集積所に出してください。
＊不燃・プラスチック製容器包装・資源・粗大ごみはご家庭に配布済みのクリーンカレンダーのとおりとなります。

■問 湖北広域行政事務センター業務課　1 62ー7143

可燃ごみの収集日

可燃
ごみ
収集

12月
21日
（水）

22日
（木）

23日
（金）

24日
（土）

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

１月

伊吹地域
（生ごみと可燃ゴミは別日です）

山東地域
近江地域

米原地域

可燃
ごみ

可燃
ごみ

可燃
ごみ

○

生
ごみ

生
ごみ

○

○

○ ○

○

ごみの直接持込（クリスタルプラザ・クリーンプラント）

クリスタルプラザ 1 62ー7141
対象物　可燃ごみ・ガラスびん・紙パック・古布（古着）

発砲スチロール・ペットボトル・使用ずみ乾電池類
使用ずみ蛍光管・プラスチック製容器包装・ライター

クリーンプラント 1 74ー3377
対象物　不燃ごみ・粗大ごみ・使用ずみ乾電池類

使用ずみ蛍光管・ライター

ごみ直接持込
（クリスタルプラザ・クリーンプラント）
受付時間　午前 8時30分～12時

午後 13時～16時30分

12月
21日
（水）

22日
（木）

23日
（金）

24日
（土）

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

１月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

し尿収集

＊地域ごとに定期収集日が決まっていますので、地域ごとの担当業者までお問い合わせください。

し尿処理 12月
21日
（水）

22日
（木）

23日
（金）

24日
（土）

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

１月

○ ○ ○ ○ ○ ○

米原・近江地域
橋本クリーン産業㈱
1 62ー4095

山東・伊吹地域
㈱ハウステクノ関ヶ原
1 58ー8091
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東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
夏
の
大
型
台

風
な
ど
全
国
で
災
害
が
相
次
ぐ
中
、
安
心

で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
現
在
、

市
で
は
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
東

日
本
大
震
災
の
事
例
を
考
慮
し
、
原
子
力

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
、

平
成
24
年
度
中
に
計
画
の
見
直
し
を
完
了

す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
進
行
状
況
や
議
論
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
今
だ
か
ら
こ
そ
み

ん
な
で
考
え
た
い
・
・
・
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
向
け
て
」
と
し
て
広
報
ま
い

ば
ら
に
随
時
掲
載
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
情
報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
素
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を

積
極
的
に
設
け
る
予
定
で
す
。

計
画
見
直
し
に
向
け
た
全
体
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
基
礎
情
報
の
収
集
整

理
や
災
害
時
の
被
害
量
の
検
討
・
地
域
ご

と
の
災
害
危
険
度
整
理
な
ど
、「
防
災
ア
セ

ス
メ
ン
ト
調
査
」
と
言
わ
れ
る
現
状
の
評

価
を
行
い
、
計
画
の
修
正
に
つ
な
げ
る
た

め
の
課
題
整
理
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
24
年
度
は
計
画
の
具
体

的
な
修
正
を
行
う
ほ
か
、
下
半
期
に
は
関

連
す
る
各
種
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

11
月
に
開
催
さ
れ
た
国
の
原
子
力
安
全

委
員
会
の
中
で
、
め
や
す
と
し
て
原
発
か

ら
概
ね
50
km
の
範
囲
が
Ｐ
Ｐ
Ａ
（P

lu
m
e

P
ro
te
c
tio
n
P
la
n
n
in
g
A
re
a

）「
プ
ル

ー
ム
（
放
射
性
雲
）
通
過
時
の
被
ば
く
を

避
け
る
た
め
の
防
護
措
置
を
実
施
す
る
地

域
」
に
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
て
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
50
km
圏
内
に
は
、
市

内
面
積
の
３
分
の
１
（
人
口
の
約
20
％
）

が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
原
発
事
故
に
お
け

る
甲
状
腺
被
ば
く
回
避
の
た
め
の
防
護
措

計
画
の
見
直
し
と
情
報
共
有

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

当
面
の
動
き

―
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
購
入
―

地域防災計画
の見直しに向けて

今だからこそ
みんなで考えたい･･･

新シリーズ

市民部 市民安全課(近江庁舎)
1５２ー６６３０
5５２ー６９３０

＊この情報は11月30日現在のものです。国や県などの動きにより状況が変わる場合がありますのでご了承ください。

置
の
一
環
と
し
て
「
安
定
ヨ
ウ
素
剤
」

を
発
注
し
、
12
月
中
旬
に
は
備
蓄
が

で
き
る
予
定
で
す
。

計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
年

内
に
職
員
に
よ
る
検
討
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
専
門
家
な
ど
の
助
言
を
受
け
、
部

局
横
断
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実

効
性
の
高
い
計
画
と
な
る
よ
う
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
検
討
チ
ー
ム
の
設
置
―

11月24日、米原･彦根・長浜・高島の4市長と福井県に原発を持つ3事
業者が彦根市役所に集まり、連携強化を図っていくための協議を行いまし
た。この協議は、4月に4市長が緊急申し入れを行ったことにより初めて
実現したものです。
協議では、各事業者から福島第一原発事故を踏まえた安全対策の状況に
ついて報告があったほか、4市側からは安全対策のさらなる徹底と原発立
地自治体並みの「原子力安全協定」の早期締結を強く申し入れました。
私からは「41年を経過している古い施設があるため、廃炉を含めて検

討すること」「米原市でも原子力防災計画を作成しているため、正確な情
報を提供すること」などについて強く求めました。

連携強化に向け原子力事業者と初協議
関連
報告



お問い合わせ　　政策調整課（米原庁舎） 1５２－６６２６　5５２－５１９５

「庁舎の在り方」
を考える

庁舎等の在り方検討市民委員会

第４回 委員会報告

11
月
22
日
に
、
第
４
回
庁
舎
等
の
在

り
方
検
討
市
民
委
員
会
を
米
原
庁
舎
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
は
、
先
だ
っ
て
実

施
し
た
市
民
意
識
調
査
や
来
庁
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
を
き
っ
か
け
に
議

論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
か
ら
は
、

庁
舎
へ
の
来
庁
目
的
は
住
民
票
や
印
鑑

登
録
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
な
ど
、
市

民
自
治
セ
ン
タ
ー
で
の
窓
口
業
務
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
実
態
と
し
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
前
提
の
中
、
左
表
の

『
市
役
所
全
体
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ

る
こ
と
』
の
質
問
結
果
を
参
照
し
な
が

ら
、
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
次
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽
「
特
に
な
し
」
と
い
う
声
が
４
割
強

を
占
め
て
い
る
の
は
、
単
な
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
多
い
か
ら
で
は

な
い
か
。
分
庁
舎
方
式
に
対
す
る
不

満
が
あ
る
人
は
他
の
用
務
の
場
合
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
利
用
目
的
と
不

満
の
内
容
と
の
相
関
関
係
を
さ
ら
に

分
析
す
べ
き
。

▽
委
員
会
で
現
地
視
察
を
し
た
際
に
、

庁
舎
の
老
朽
化
に
不
安
を
覚
え
た
た

め
、
今
回
の
結
果
で
防
災
面
へ
の
不

安
の
声
が
少
な
い
こ
と
に
違
和
感
が

あ
る
。
市
民
は
実
情
を
知
ら
な
い
だ

け
で
は
な
い
か
。
･
･
･
な
ど

ま
た
、
職
員
の
庁
舎
間
の

移
動
実
態
と
し
て
、
庁
内
会

議
な
ど
直
接
的
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
い
用
件
が
約
９

割
を
占
め
て
い
る
実
態
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
提
言
に
向
け
た

議
論
で
は
、「
庁
舎
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
た
め
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
庁
舎
方
式
が
考
え

ら
れ
る
の
か
整
理
を
」「
諸
証
明
を
求
め

て
来
庁
す
る
人
と
仕
事
で
来
庁
す
る
人

の
目
的
が
違
う
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
ど

う
考
え
る
か
と
い
う
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
と
は
別
に
職
員
の
執
務
機
能

が
ど
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
議
論
を
切

り
分
け
て
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
」

「
分
庁
舎
方
式
で
指
揮
系
統
が
機
能
し
て

い
る
の
か
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
図
る
以
前
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
と

考
え
る
」
な
ど
の
指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
を
踏
ま
え
、
庁
舎
の
在
り
方
に
つ

い
て
具
体
的
に
議
論
を
進
め
る
予
定
で

す
。

市
民
意
識
調
査
な
ど
の
分
析

提
言
に
向
け
て

0 10 20 30 40 50（%） 

無回答 

その他 

特になし 
 

庁舎が分散して 
無駄がある 

 

庁舎が古く防災面 
などで不安がある 

 

別の庁舎や窓口に 
問い合わせしなければ 
ならない場合がある 

 

手続きによっては別の 
庁舎に取り次ぐ必要が 

あり時間がかかる 
 

手続きが1か所で 
できず複数の庁舎に 

いく必要がある 
 

必要な手続きを扱う 
庁舎の場所が 
分かりにくい 

21.0

20.3

14.2

16.7

2.3

17.7

43.6

3.8

7.8

次回の市民委員会
のご案内

第５回　１月17日(火) 17時～19時
市役所近江庁舎

内　容　市庁舎等の機能の整理など

会議は公開ですので、自由に傍聴で
きます。また、会議資料や会議録を市
の公式ウェブサイトに掲載するほか、
市政情報プラザで閲覧いただけます。
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「市役所全体について不満を感じること」



米原駅東口周辺まちづくり事業 
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市
が
平
成
13
年
度
か
ら
米
原
駅
東
部
地
区

で
実
施
し
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
は
多

く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
現
在
、
完
成

期
を
迎
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
一
帯
が
県
東
北
部
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
民
間
活
力
を
導
入
し
た
土
地
利
用
を
図

る
「
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
を
実
施
す
る
た

め
、
11
月
28
日
に
市
の
方
針
を
公
表
し
ま
し

た
。「

事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
と
は
、
民
間
事

業
者
か
ら
具
体
的
な
進
出
提
案
を
募
り
、
事

業
者
を
選
定
す
る
方
法
で
、
今
回
、
米
原
駅

東
口
駅
前
の
市
有
地
、
保
留
地
（
宅
地
）
等

の
土
地
利
用
を
進
め
る
た
め
、
駅
前
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
商
業
施
設
や
店
舗
な
ど
、

幅
広
く
民
間
の
進
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

今
後
、
詳
細
な
募
集
要
項
を
来
年
の
１
月

下
旬
に
公
表
し
、
企
業
説
明
会
や
応
募
企
業

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
経

て
、
８
月
ご
ろ
に
事
業
予
定
者
を
決
定
す
る

予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
か
ら
、
米
原
駅
を
中
心
と
し
た

都
市
機
能
の
充
実
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

米
原
市
の
特
性
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
地
の

利
の
良
さ
」
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
市
で
は
今
回
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
実
施
方
針
を
広
く
発
信
し
、
誘
致
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

募
集
要
項
の
公
表
　
　
　
１
月
下
旬

企
業
説
明
会
の
開
催
　
　
２
月

応
募
登
録
の
受
付
　
　
　
５
月

提
案
書
類
の
受
付
　
　
　
６
月

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
６
月

審
査
結
果
の
公
表
　
　
　
７
月

事
業
者
予
定
者
の
決
定
　
８
月

区画整理事業区域内の造成工事はいよいよ終盤にさしかかりました。
（平成23年8月 フジテック株式会社エレベータ研究塔より撮影）

H23 市民意識調査の自由記述意見から…お
問
い
合
わ
せ

都
市
振
興
局
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
ー
６
７
８
４
5
５
２
ー
５
１
９
５

商業施設が少なく買
い物に苦労する。

米原駅東口周辺の開発を
進めてほしい。

新幹線の停車駅なのに地域の
活性化が進んでいない。人口
を増やすことを考えてほしい。

おみやげを買うところがない。
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土地区画整理事業区域内の保留地（宅地）を販売します。
今年度第2期分の販売地は「7区画」で、駅から近くの好立地の
土地物件です。個人住宅用の保留地は残りわずかとなりますので、
ぜひこの機会にご検討ください。
保留地…土地区画整理事業で宅地として新たに造成した土地

■問 都市振興局(米原庁舎）1 52－6784 5 52－5195

米原駅東部土地区画整理事業
平成23年度第2期分

保留地(宅地)を
販売します

抽選販売する保留地

販売区画の位置図

抽選参加の受付

販売地
②
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

街　区
4街区
4街区
4街区
28街区
31街区
31街区
31街区

仮地番
7－4
7－2
7－5
2－5
7－1
7－3
7－5

面　積
280.00㎡
280.00㎡
344.00㎡
172.66㎡
182.48㎡
254.10㎡
284.46㎡

販売価格
19,516,000円
19,516,000円
24,699,200円
12,638,700円
12,828,300円
18,905,000円
20,737,100円

用途地域
第一種住居地域
第一種住居地域
第一種住居地域
近隣商業地域
近隣商業地域
近隣商業地域
近隣商業地域

＜物件概要＞
所 在 地s米原市米原

米原市梅ヶ原
電　　気s関西電力（株）
ガ　　スs個別プロパン対応
上 水 道s公営上水道
下 水 道s公営下水道
建ぺい率s第一種住居60％

近隣商業80％
容 積 率sいずれも200％

●受付期間　12月20日(火)～平成24年1月17日(火)
8時30分～17時15分（土日祝日、年末年始12/29～1/3除く）

●受付場所　米原市役所　都市振興局（米原庁舎2階）
●抽 選 日　平成24年1月22日(日)10時～
●抽選場所　米原市役所　米原庁舎2階（2A会議室）

「抽選参加申込書類」は、都
市振興局と各庁舎の市民自治
センターで配布しているほ
か、市の公式ウェブサイトか
らダウンロードできます。

米原警察署 

滋賀銀行 

至長浜 

至米原庁舎 

至彦根 

ヤンマー中央研究所 

鉄道総合研究所 

米原駅 
東口 

⑦344.00㎡（71,800円／㎡） 
②280.00㎡（69,700円／㎡） 
⑥280.00㎡（69,700円／㎡） 

⑨182.48㎡（70,300円／㎡） 
⑩254.10㎡（74,400円／㎡） 
⑪284.46㎡（72,900円／㎡） 

 
⑧172.66㎡（73,200円／㎡） 

7 2

6

10
11

9

米原北公園 

公園 

公園 

※1

※2

※2

8

ヤンマー中央研究所 

9 10 11
2 6 7

8

※１の販売区画の概要は18ページをご参照ください。 
※2の販売区画は事業用地として随時販売しています。（詳しくは都市振興局へ） 

済 済 済 

済 



連
続
シ
リ
ー
ズ 

国
民
健
康
保
険
制
度
の
仕
組
み
と
運
営
に
つ
い
て 

お問い合わせ　市民部 保険課(近江庁舎） 1５２―６９２２　5５２―８７３０
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
昭
和
13
年
の
国

民
健
康
保
険
法
の
制
定
か
ら
始
ま
り
、
昭

和
36
年
に
は
全
て
の
市
町
村
で
国
民
健
康

保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
各
市
町
村
等
が
運

営
主
体
（
保
険
者
）
と
な
り
、
万
が
一
の

病
気
や
け
が
の
時
に
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
被
保
険
者

（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
）
が
普
段
か

ら
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必
要
な
時
に
必

要
な
医
療
費
に
充
て
て
相
互
に
助
け
合
う

医
療
保
険
制
度
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る

人
は
、
他
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
組
合

（
企
業
等
）
や
協
会
け
ん
ぽ
等
）
に
加
入

し
て
い
る
等
の
適
用
除
外
規
定
に
該
当
し

て
い
る
人
以
外
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
国
民
皆

保
険
制
度
）。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
は
、
病
気
等
で
医

療
機
関
等
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
一
定
の
自
己
負
担
割
合
（
一
部
負
担
金
）

を
支
払
う
だ
け
で
必
要
な
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
部
負
担
金
以
外
の

医
療
費
は
、
各
医
療
機
関
か
ら
審
査
機
関

（
国
保
連
合
会
）
へ
請
求
さ
れ
ま
す
。
国

保
連
合
会
で
は
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
内

容
を
審
査
し
た
後
、
各
医
療
機
関
へ
医
療

費
を
支
払
い
ま
す
。
保
険
者
は
国
保
連
合

会
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
医
療
費
を
支
払

い
し
ま
す
。

こ
の
支
払
に
必
要
と
な
る
資
金
を
市
町

村
等
の
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
保
険
税
や
国
・
県
か
ら
の
負
担

金
・
補
助
金
、
そ
の
他
の
収
入
（
他
保
険

者
か
ら
の
交
付
金
等
）
に
よ
り
確
保
し
保

険
制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
運
営
さ
れ
る
国

民
健
康
保
険
で
す
が
、
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
ニ
ー
ズ
の
増
大
等
に
よ
り
毎
年
医
療

費
の
支
払
い
に
必
要
と
な
る
金
額
が
伸
び

続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
や
所
得
の
低
い
方
が

国
民
健
康
保
険
に
は
多
く
加
入
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
保
険
税
収
入
は
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。

市
に
お
い
て
も
、
平
成
20
・
21
年
度
、

国
保
財
政
は
収
入
不
足
が
生
じ
、
基
金

（
貯
金
）
を
取
崩
し
て
補
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
つ
い
て
も
、
単
年
度
の
収

入
と
支
出
の
み
を
比
較
す
る
と
収
入
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
財
政
の
均
衡
を
図
り
安
定

し
た
運
営
を
す
る
た
め
に
、
国
保
税
率
の

改
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ
、
税
率
改

定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
て
い
る
状
況
で

す
。

◎
次
回
は
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

か
ら
の
答
申
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
概
要

運
営
に
つ
い
て

厳
し
い
運
営
の
続
く

国
民
健
康
保
険

イメージ図

医療費を
支払う

医療費の審
査結果を報
告し、医療
費を請求

診察・治療
を行う。

保険税を納める

被保険者証
を交付する

審査後、医療費
を支払う

医療費を請求する

被保険者証を提示
一部負担金を支払う

保険者
（米原市）

被保険者
（加入者）

国保連合会
（審査機関）

医療機関
（病院・診療所）等



総務課からのおしらせ 

「
認
可
地
縁
団
体
」

「
認
可
地
縁
団
体
」を
ご
存
じ

ご
存
じ
で
す
か
す
か 
「
認
可
地
縁
団
体
」を
ご
存
じ
で
す
か 

認
可
を
受
け
る
（
法
人
格
を
持
つ
）
た

め
に
は
、
次
の
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

①
現
在
、
自
治
会
と
し
て
良
好
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。

②
そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
区
域
が
明
確
な
こ

と
。

③
そ
の
区
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
が
、
そ

の
団
体
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
区
域
で
暮
ら
す
人
の
過
半
数

が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

④
規
約
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

自
治
会
名
義
で
不
動
産
の
登
記
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
法
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
は
、
認
可
を
受
け
た
証
明
書

や
印
鑑
登
録
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

代
表
者
や
規
約
等
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

市
役
所
で
変
更
の
手
続
が
必
要
で
す
。

認
可
を
受
け
た
後
も
、
市
に
監
督
権
限

が
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
市
と
の
関
係
は
、

従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認
可

の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

認
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た
お
薬

（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
、
国
が
新

薬
と
同
等
と
認
め
た
安
価
な
お
薬
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
全
く
同
じ
で
は
な
く
、

形
や
色
、
味
な
ど
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

12
月
末
頃
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。

自
己
負
担
額
の
差
額
な
ど

お
知
ら
せ
の
内
容
に
つ
い
て

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

1
０
１
２
０
ー
５
３
ー
０
０
０
６

※
受
付
時
間
９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
業
）

送
付
先
変
更
、
送
付
停
止
、

個
人
情
報
に
つ
い
て

市
市
民
部
保
険
課
（
近
江
庁
舎
）

1
５
２
ー
６
９
２
２

5
５
２
ー
８
７
３
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

お
問
い
合
わ
せ
先

お
し
ら
せ
送
付
時
期

自
治
会
の
集
会
所
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
自
治
会
所
有
の
不
動
産
を
個
人
名
義
、
共
有

名
義
ま
た
は
市
の
名
義
で
登
記
を
さ
れ
て
い
る
場
合
、
個
人
等
の
所
有
財
産
と
の
混
同
や

相
続
手
続
が
複
雑
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
不
動
産
を
所
持
し
て
い
る
自
治
会
で
は
、
市
長

の
認
可
を
受
け
る
こ
と
で
法
人
と
な
り
、
自
治
会
名
義
で
不
動
産
登
記
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
23
年
10
月
末
現
在
、
市
内
で
64
の
団
体
が
認
可
地
縁
団
体
の
認
可
を
受
け

て
い
ま
す
。

認
可
の
条
件

認
可
さ
れ
た
ら

そ
の
他

保険課からのおしらせ 

「
ジ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

（
後
発
医
薬
品
） 
    

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

関
す
る
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す

を
送
付
し
ま
す 

（
国
保
被
保
険
者

（
国
保
被
保
険
者
で
、記
載
記
載
の
条
件
に

の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

該
当
す
る
方
の
み
）

の
み
） 

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
） 
    

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す 

（
国
保
被
保
険
者
で
、記
載
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
の
み
） 
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お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
課(

米
原
庁
舎
）

1
５
２
ー
１
５
５
２
5
５
２
ー
４
４
４
７

お
し
ら
せ
の
対
象
者

国
保
の
被
保
険
者
で
、
次
の
条
件

に
す
べ
て
該
当
す
る
方
で
す
。

●
平
成
23
年
８
月
に
、
生
活
習
慣
病

や
慢
性
疾
患
等
に
か
か
る
お
薬
を

薬
局
で
受
け
取
ら
れ
た
方

●
長
期
投
与（
28
日
以
上
）の
方

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し

た
場
合
、
１
カ
月
の
自
己
負
担
額

が
100
円
以
上
安
く
な
る
方

●
40
歳
以
上
の
方（
公
費
・
福
祉
医
療

費
助
成
対
象
者
を
除
く
）

お
し
ら
せ
の
目
的

服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬(

先
発
医
薬

品)

を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
額
の
差
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
へ
の
切
り
替

え
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤

師
に
十
分
ご
相
談
下
さ
い
。

※
今
回
の
お
知
ら
せ
に
よ
り
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



10public information  Maibara 2011.12.15

秋
に
な
る
と
、
伊
吹
山
麓
の
弥
@
区
か

ら
さ
つ
ま
い
も
の
便
り
が
届
き
ま
す
。
伊

吹
山
の
前
面
に
張
出
す
弥や

高
山

た

か

や

ま

の
中
腹
に

は
、
白
鳳

は

く

ほ

う

二
年
（
六
七
三
）
に
、
修
験

し

ゅ

げ

ん

道ど

う

の
始
祖
役え

ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ

ゃ

が
開
い
た
と
い
わ
れ
る
弥

高
寺
跡
（
国
史
跡
）
が
あ
り
ま
す
。
地
元

で
は
弥
高
百
坊
と
よ
ば
れ
、
聖
地
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
弥
@
集
落
は
、
か

つ
て
坂
口
、
弥
@
坂
口
と
も
よ
ば
れ
る
弥

高
寺
の
門
前
集
落
で
、
里
坊
な
ど
が
あ
り
、

弥
高
寺
を
支
え
た
集
落
で
す
。

伊
吹
山
の
中
腹
に
水
源
を
も
ち
、
深
い

谷
を
刻
み
な
が
ら
山
中
を
流
れ
出
た
弥
高

川
が
、
谷
口
に
扇
状
地
を
作
り
、
弥
@
の

集
落
は
そ
の
扇
状
地
の
扇
の
要
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
弥
高
川
は
全
長
わ
ず
か
三
・

五
キ
ロ
、
そ
の
扇
状
地
も
一
〇
・
五
平
方

キ
ロ
の
広
が
り
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
地
理

の
授
業
で
勉
強
し
た
、
扇
状
地
の
標
本
の

よ
う
に
半
円
錐
形
の
地
形
を
し
て
い
ま
す
。

弥
@
の
土
壌
は
、
山
中
か
ら
押
し
流
さ
れ

て
き
て
堆
積
し
た
砂
礫
が
多
く
、
水
は
そ

の
間
を
浸
透
し
て
、
上
流
の
一
部
を
除
い

て
普
段
の
弥
高
川
は
伏
流
し
、
い
わ
ゆ
る

水
無
川

み

ず

な

し

が

わ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
砂
礫
が
多
く
、

水
利
の
便
が
悪
い
た
め
に
水
田
を
作
る
こ

と
が
で
き
ず
、
畑
作
を
生
産
の
主
体
と
す

る
た
め
に
、
か
つ
て
弥
@
の
人
び
と
は
、

食
糧
自
給
の
効
果
的
な
手
段
を
欠
き
、
生

活
基
盤
は
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
人
は
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
畑
に
麦
類
・

大
豆
・
大
根
な
ど
を
植
え
、
農
間
に
薪
や

柴
を
作
り
、
山
稼
ぎ
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

松
本

ま

つ

も

と

五
郎

ご

ろ

平べ

い

は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇

八
）
五
郎
介
の
長
男
と
し
て
弥
@
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
五
郎
平
が
生
ま
れ
る
前
の
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
か
ら
五
年
に
か
け

て
東
北
地
方
を
大
飢
饉
が
襲
い
、
二
五
歳

頃
の
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
か
ら
八
年

に
は
全
国
的
な
凶
災
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

天
保
七
年
、
甲
津
原
で
は
二
六
三
名
の
病

餓
死
者
が
あ
り
ま
し
た
。
畑
作
中
心
の
弥

@
で
も
、
飢
饉
の
打
撃
は
深
刻
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

飾
り
気
な
く
、
素
直
で
、
忍
耐
力
に
優

れ
、
篤
農
の
志
が
厚
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
五
郎
平
は
、
青
壮
年
期
に
凶
作
に
直
面

し
、
村
人
の
窮
状
を
見
て
、
弥
@
の
村
や

村
人
を
救
い
、
繁
栄
を
招
く
た
め
に
、
恵

み
の
う
す
い
弥
@
の
土
地
に
ふ
さ
わ
し
い

作
物
を
探
し
当
て
る
こ
と
を
、
自
ら
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
と
決
め
た
よ
う
で
す
。
美

濃
（
岐
阜
県
）
や
越
前
（
福
井
県
）
を
遍

歴
し
て
、
土
地
土
地
の
特
色
あ
る
作
物
を

探
し
た
結
果
、
換
金
作
物
と
し
て
桃
・

栗
・
林
檎
な
ど
の
果
樹
を
試
作
し
ま
す
。

し
か
し
、
土
質
が
合
わ
な
い
の
か
、
栽
培

法
を
誤
っ
た
の
か
、
ど
れ
も
こ
と
ご
と
く

失
敗
し
ま
し
た
。
家
産
は
傾
き
、
村
人
か

ら
は
「
五
郎
平
は
道
楽
も
の
よ
」
と
嘲
笑

さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
意

に
介
す
こ
と
な
く
、
尾
張
（
愛
知
県
）
で

さ
つ
ま
い
も
を
見
出
し
ま
す
。
さ
つ
ま
い

も
は
享
保

き
ょ
う
ほ
う

二
〇
年
（
一
七
三
五
）
青
木
昆こ

ん

陽よ

う

が
、
飢
饉
の
年
に
も
収
穫
で
き
る
救
荒

き
ゅ
う
こ
う

作
物

さ

く

も

つ

と
し
て
奨
励
し
、
全
国
に
普
及
し
ま

し
た
。
五
郎
平
は
さ
つ
ま
い
も
を
弥
@
で

試
作
し
、
成
功
し
ま
し
た
。
安
政
年
間

（
一
八
五
四
〜
五
八
）
の
こ
と
で
す
。
自
信

を
深
め
た
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は

村
人
に
も
栽
培
を
勧
め
、
や
が
て
弥
高
の

特
産
品
と
し
て
「
弥
高
い
も
」
と
よ
ば
れ

て
遠
近
に
そ
の
名
声
を
は
せ
ま
し
た
。
多

く
は
彦
根
や
長
浜
に
出
荷
さ
れ
、
寒
村
弥

@
は
近
在
で
も
裕
福
な
村
に
な
り
ま
し
た
。

五
郎
平
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

九
五
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

戦
中
戦
後
の
大
増
産
で
、
飢
え
に
苦
し

む
多
く
の
人
々
を
救
っ
た
弥
高
い
も
。
昭

和
二
四
年
に
は
澱
粉

で

ん

ぷ

ん

工
場
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
が
（
昭
和
四
〇
年
頃
操
業
停
止
）、
現

在
は
、
わ
ず
か
に
観
光
い
も
園
を
残
す
の

み
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
一
一
年
、
平
野

神
社
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
、
遺
徳
を
し

の
ん
で
、
毎
年
秋
の
野
休
み
の
日
に
五
郎

平
ま
つ
り
と
し
て
、
供
養
法
要
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
『
草
の
根
県
民
史
』

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

松
本

ま

つ

も

と

五ご

郎ろ

平べ

い

―
ま
い
ば
ら
の
先
人
③
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
81

弥
@@
に
生
ま
れ
て

坂
田
郡
の
甘
藷
先
生

▲ 平野神社の顕彰碑
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皆
さ
ん
は
「
の
ろ
し
駅
伝
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
県

内
各
地
の
中
世
城
跡
か
ら
「
狼
煙

の

ろ

し

」
を
上
げ
、
各
城
跡
を
順
に

つ
な
い
で
琵
琶
湖
を
一
周
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
10
年
前
に
旧
米

原
町
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
23
日
、
晩
秋
の
空
の
下
、「
第
10
回
近

江
中
世
城
跡
琵
琶
湖
一
周
の
ろ
し
駅
伝
」
が
県
内
47
か
所
の
城

跡
を
守
る
団
体
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
に
は
１
３
０
０
か
所
も
の
中
世
の
城
跡
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
人
知
れ
ず
里
山
に
埋
も
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
産
を
発
掘
し
、
磨
き
を
か

け
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
各
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。去

る
10
月
２
日
に
は
、
福
井
県
と
連
携
し
た
「
北
国
ル
ー
ト

の
ろ
し
駅
伝
」
も
開
催
し
、
城
跡
に
造
詣
が
深
く
、
テ
レ
ビ
番

組
で
お
馴
染
み
の
落
語
家
・
春
風
亭
昇
太
師
匠
に
「
近
江
お
城

大
使
」
と
し
て
就
任
い
た
だ
く
な
ど
、
多
方
面
と
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
歴
史
資
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
里
山
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
が

る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
こ
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
12
月
１
日
記
）

貴重な絵画を
坂田小学校に
寄贈いただきました
（11月27日）
11月27日、長浜市在住の長

なが

田
た

謙
け ん

治
じ

さんから出身母校の坂田小学校に貴
重な絵画を寄贈していただいたこと
に対して、泉市長から感謝状を授与
しました。
今回、寄贈されたのは故下倉

しも く ら

祺世
き よ

画伯の絵画150号日展出品作｢丘｣で、
下倉画伯の日本画は大変貴重な存在。
長田さんは｢本物の絵画を見て感性を

伊吹農業生産組合が
全国優良経営体表彰を受賞！
（11月15日）
現代の農業が様々な課題に直面す

る中、地域農業の発展に貢献した功
績がたたえられ、伊吹農業生産組合
が全国優良経営体表彰の集落営農部
門において「全国担い手育成総合支
援協議会長賞」を受賞されました。
11月15日、長野県松本市で開催さ
れた伝達式では、協議会会長から伊
吹農業生産組合長の伊

い

富貴
ぶ き

忠
た だ

司
し

さん
に表彰状が手渡され、さらなる経営

安定を図り地域における雇用を創出しようと取り組まれて
いることや、地域農業の元気を地域全体の元気につなげよ
うとする事業展開のあり方に大きな期待が寄せられました。
（後列左から４人目が伊富貴さん）

高めてもらうなど、教育のお役に立てば｣と、語っておられ
ました。
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認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
ろ
う

第
６
回
「
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
の
す
す
め

認
知
症
に
な
る
前
か
ら
低
下
し
は
じ

め
る
脳
の
働
き
は
、「
記
憶
力
」「
計
画

力
」「
注
意
分
割
機
能
」
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
脳
の
働
き
を

調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
脳
の
働

き
は
人
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
低
下

し
始
め
る
と
こ
ろ
も
、
維
持
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
異
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
の

脳
が
ど
こ
か
ら
低
下
し
始
め
る
か
は
、

調
べ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

市
で
は
「
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
脳
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」
は
病
院
等
で
行
わ
れ
る
、

医
学
的
な
診
断
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、

健
康
な
人
が
、
元
気
な
う
ち
か
ら
自
分

の
脳
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
の
も
の

で
す
。

自
分
の
脳
の
状
態
を
知
り
、
趣
味
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
脳
の
働
き
を
維
持

す
る
こ
と
や
、
高
め
る
こ
と
は
、
認
知

症
予
防
に
有
効
で
す
。

「
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
受
け
て
み

た
い
人
や
、
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い

人
は
、
福
祉
支
援
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

今
年
の
８
月
と
９
月
に
、
市
内
４
会

場
で
１
１
８
人
が
「
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
は
伊
吹
健
康
プ
ラ
ザ
愛
ら
ん
ど

会
場
で
開
催
し
た
様
子
で
す
。

お問い合わせ　　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎） 1５５－８１１０　5５５－８１３０

全
９
回

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

健康づくりに
積極的に取り
組んでいる人
を紹介します。

い
く
つ
に
な
っ
て
も

心
も
体
も
元
気
に

〜
朝
妻
筑
摩

北
村

き

た

む

ら

き
の
さ
ん
（
60
歳
代
）
〜

私
は
若
い
頃
か
ら
肥
満
で
し
た
。

で
も
特
に
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
、

太
っ
て
も
い
い
や
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
く
ら
い
な
ら
と
、

ト
ン
カ
ツ
１
枚
も
ぺ
ろ
り
と
た
い
ら

げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
保
健
師
さ
ん
の
指
導
を

受
け
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
フ

ン
フ
ン
と
話
を
聞
く
だ
け
で
し
た
。

し
か
し
平
成
19
年
度
の
健
診
の
結
果
、

肥
満
の
他
に
脂
肪
肝
の
傾
向
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
こ
れ
は
何
と
か

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
食
べ
す

ぎ
に
注
意
し
、
運
動
を
心
掛
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
週
に
２
回
程
度
の
ス
イ
ミ

ン
グ
や
運
動
指
導
士
さ
ん
に
教
え
て

頂
い
た
軽
い
体
操
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
健
診
で
肝

機
能
の
数
値
が
改
善
で
き
ま
し
た
。

将
来
家
族
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
と
、
日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
気
を

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
に
見
え

な
い
体
内
の
機
能
に
影
響
し
、
変
化

し
て
い
く
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
孫
と
共
に
笑
顔
で
楽

し
い
日
々
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
心
と

体
の
健
康
に
気
づ
か
い
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。＜担当保健師よりひとこと＞

平成19年度の健診後、脂肪肝になり
つつあったため、食生活・運動不足の改
善を決意されました。日々の努力が明ら
かになり、継続につながったのですね。

※肝臓の機能を調べる検査項目
AST(GOT)基準値 … 30 IU/l以下
ALT(GPT)基準値 … 30 IU/l以下
脂肪肝とは、肝臓に脂肪が蓄積した状態で、
生活習慣病発症のリスクが高まります。

生活改善を決意!!

平成19年10月の健診結果

身長 155.5cm   体重 71.8kg
脂肪肝の傾向
AST(GOT) 36 IU/l
ALT(GPT) 41 IU/l

平成23年6月の健診結果

身長 154.0cm  体重 66.4kg（－5.4kg）
脂肪肝が改善
AST(GOT) 24 IU/l（－12）
ALT(GPT) 25 IU/l（－16）

自分で脳の状態をチェ
ックできるらしいで、
教えてもらえば？

せやな。ほな、ちょっ
と福祉支援局にきいて
みよか。
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① 薄力粉とベーキングパウダーはあらかじめふるってお
く。

②豆乳、バターは室温にもどしておく。
③ バターと上白糖をすりまぜ、白っぽくなるまでねりま
ぜる。

④ サラダ油、豆乳、おから、バニラエッセンスを加え、
まぜる。

⑤あわせた粉類をふるい入れ、ヘラでさっくりとまぜる。
⑥マフィンカップに流し、６分目くらいまで入れる。
⑦予熱したオーブンで220℃、13分で焼く。
⑧焼きあがったら粉糖をふるう。

作り方

11月14日（月）の給食

子どもたちに大人気の「おから」で作ったヘルシーな
マフィンです。おからは豆腐を作った時の「しぼりかす」
で、毎日大量に捨てられてしまっていますが、健康に良
い大切な成分をたくさん含んでいます。特に、食物繊維
が豊富に含まれていて、おなかの調子を整えてくれるは
たらきがあります。おからを使ったやさしい味わいのお
やつをぜひ家庭でもお試しください。

材料（６人分）
薄力粉 75g
ベーキングパウダー 2.7g
上白糖 50g
バター 35g
サラダ油 大さじ1

豆乳 65ml
おから 65g
バニラエッセンス 少々
粉糖 小さじ1

今回から連続で、おしりの筋肉を引き締めます。
おしりの筋肉｢大臀筋｣はいったん衰えると元の状態
に戻すには時間のかかる筋肉です。40代頃から顕
著に衰えが見えてくるので、｢たれじり｣と呼ばれな
いためにも、おしりを引き締めるましょう。
特に冬場のトレーニングは効果的ですよ！

『大臀筋
だ い で ん き ん

』トレーニング
おしりと太ももの間にしわが集まらないように、簡

単にできる動きで鍛えましょう。

【トレーニングの方法】
①へその高さぐらいに手を置き、体を安定させる。
②片足をしっかり前に上げる
③その足を体の真後ろへ動かし(スピードを出して)
できるだけの高い位置まで足を上げる。
④足を上げた状態で3秒数える。
⑤１日に片足１セット10回×3セット×両足を目
安におこなう。

【ポイント】
●上半身はリラックスした状態でやりましょう。
●足が横に開かないに、真後ろへ動かしましょう。

このトレーニングは背中やお腹の筋肉にも効果が
あるので楽しみ倍増ですよ！来月もお楽しみに！

お問い合わせ　
スポーツ振興室（ルッチプラザ内）

1５５－８０２０　5５５－４５５６

おしりを引き締め体
た い

！
その１(全３回)

この状態でおしりを触
ってみると引き締まっ
ているのがわかるよ

3秒数える！
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　～いのちと人権～ No.20

12
月
４
日
〜
10
日
の
人
権
週
間
に
あ

わ
せ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
人
権
作

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ど
の
作
品
に
も
ふ
れ
あ
い
の
心
、
い

た
わ
り
の
心
が
あ
ふ
れ
、
相
手
の
立
場

を
考
え
た
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で

し
た
。

◇
小
学
生
の
部

最
優
秀
　
大
原
小
学
校
５
年
　
　

川
上

か
わ
か
み

晃
弘

あ
き
ひ
ろ

さ
ん

優
　
秀
　
醒
井
小
学
校
６
年

武ぶ

立た
つ

奈
々

な

な

さ
ん

優
　
秀
　
春
照
小
学
校
５
年

木
田

き

だ

真ま

拓ひ
ろ

さ
ん

入
　
選
　
息
郷
小
学
校
６
年

井
上

い
の
う
え

舞ま
い

さ
ん

入
　
選
　
柏
原
小
学
校
５
年

水み
ず

野の

杏き
ょ
う

香か

さ
ん

入
　
選
　
米
原
小
学
校
６
年

秋あ
き

颯は
や

人と

さ
ん

◇
中
学
生
の
部

最
優
秀
　
双
葉
中
学
校
１
年

横よ
こ

井い

佑ゆ
う

哉や

さ
ん

優
　
秀
　
米
原
中
学
校
３
年
　
　

井
上

い
の
う
え

桃も
も

花か

さ
ん

優
　
秀
　
柏
原
中
学
校
２
年
　
　
　

山
本

や
ま
も
と

彩さ
や

加か

さ
ん

入
　
選
　
河
南
中
学
校
１
年

細
溝

ほ
そ
み
ぞ

杏あ
ん

人と

さ
ん

◇
小
学
生
の
部

最
優
秀
　
醒
井
小
学
校
４
年

澤さ
わ

寿
美
怜

す

み

れ

さ
ん

優
　
秀
　
柏
原
小
学
校
４
年

奥お
く

井い

朋と
も

音ね

さ
ん

優
　
秀
　
坂
田
小
学
校
４
年

岩い
わ

}

生
桜

き

お

さ
ん

入
　
選
　
息
長
小
学
校
４
年

児こ

玉だ
ま

理
紗

り

さ

さ
ん

入
　
選
　
醒
井
小
学
校
４
年

奥お
く

田だ

菜
央

な

お

さ
ん

◇
中
学
生
の
部

最
優
秀
　
双
葉
中
学
校
２
年

中な
か

居い

万
喜

ま

き

さ
ん

優
　
秀
　
米
原
中
学
校
２
年

太た

和
田

わ

だ

亘こ
う

輝き

さ
ん

優
　
秀
　
伊
吹
山
中
学
校
３
年

@
橋は

し

さ
な
み
さ
ん

入
　
選
　
米
原
中
学
校
３
年

北
村

き
た
む
ら

実
乃
里

み

の

り

さ
ん

◇
一
般
の
部

最
優
秀
　
多
和
田

樋ひ

口ぐ
ち

善
一
郎

ぜ
ん
い
ち
ろ
う

さ
ん

優
　
秀
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
㈱
米
原
列
車
区

山
内

や
ま
う
ち

孝た
か

男お

さ
ん

優
　
秀
　
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
米
原
営
業
所

宮
下

み
や
し
た

長お
さ

美み

さ
ん

入
　
選
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
㈱
米
原
列
車
区

戸と

嶋じ
ま

拓た
く

也や

さ
ん

◇
小
学
生
の
部

最
優
秀
　
柏
原
小
学
校
６
年

村む
ら

瀬せ

由
圭

ゆ

か

さ
ん

優
　
秀
　
息
長
小
学
校
５
年

古ふ
る

野の

あ
す
か
さ
ん

優
　
秀
　
春
照
小
学
校
６
年

森も
り

安あ
ん

寿ず

さ
ん

入
　
選
　
息
長
小
学
校
５
年

井
上

い
の
う
え

麗う
ら
ら

さ
ん

入
　
選
　
柏
原
小
学
校
６
年

加か

藤と
う

海
周

か
い
し
ゅ
う

さ
ん

入
　
選
　
米
原
小
学
校
５
年

本ほ
ん

田だ

峻し
ゅ
ん

也や

さ
ん

◇
中
学
生
の
部

最
優
秀
　
東
草
野
中
学
校
３
年

吉
原

よ
し
は
ら

真
央

ま

お

さ
ん

優
　
秀
　
河
南
中
学
校
３
年

上
阪

こ
う
さ
か

亜
理
紗

あ

り

さ

さ
ん

優
　
秀
　
双
葉
中
学
校
３
年

小お

川が
わ

帆ほ

南な
み

さ
ん

入
　
選
　
河
南
中
学
校
２
年

青
山

あ
お
や
ま

真
菜
美

ま

な

み

さ
ん

入
　
選
　
大
東
中
学
校
１
年

馬ま

渕ぶ
ち

若わ
か

菜な

さ
ん

入
　
選
　
双
葉
中
学
校
３
年

山
本

や
ま
も
と

真
靖

し
ん
せ
い

さ
ん

人
権
作
文

た
か

人
権
ポ
ス
タ
ー

標
　
語

に
し

さ
き

左のページでは人権作文奨学生の部の
最優秀賞の作文もご紹介しています。

ぜひ見て
くださいね。
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考えよう！ 

ぼ
く
は
、
い
じ
め
を
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
友
達
と
二
人
で
一

人
の
人
に
、
い
や
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、

し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
あ
ま

り
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
は
思
わ
ず

に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
人
の
気
持
ち
や
そ
の
人

の
家
族
の
思
い
を
先
生
か
ら
聞
い
て
、

自
分
が
ど
ん
な
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て

い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
自
分
が
人
か
ら
い
や
な
こ
と
を

さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
ら
、
そ
の

人
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

人
に
い
や
が
る
こ
と
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
人
の
「
人
権
」
を
傷
つ

け
て
い
る
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
、
自
分

の
心
が
い
や
に
な
り
、
と
て
も
反
省
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
の
い
や
が
る
こ
と

を
す
る
の
は
絶
対
に
や
め
、
み
ん
な
が

楽
し
く
安
心
し
て
く
ら
せ
る
学
校
に
な

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

先
生
と
話
を
し
た
り
、
家
の
人
と
相

談
を
し
た
り
、
い
じ
め
た
人
と
お
母
さ

ん
に
謝
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
ぼ
く

な
り
に
四
つ
の
ち
か
い
を
立
て
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で

な
く
、
人
の
こ
と
も
考
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
人
の
心
、
人
権
を
傷
つ

け
る
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
た
り
、
行
動

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
い
じ
め
を

し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し

て
注
意
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、
い
じ
め
の
さ
そ
い
が
あ

っ
て
も
絶
対
に
断
り
、
止
め
さ
せ
る
努

力
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

四
つ
目
は
、
遊
ん
で
い
る
時
に
、
仲

間
に
入
り
た
い
と
思
う
人
は
、
気
持
ち

よ
く
仲
間
に
入
れ
、
一
緒
に
遊
ぶ
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
の
四
つ
の
ち
か
い
を
立
て
な
が
ら
、

ぼ
く
は
、
今
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。

ど
う
し
て
、
い
じ
め
な
ん
か
を
し
て

い
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど

う
し
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
全
然
考
え

な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
、
ぼ
く
が
い
じ
め
を
さ
れ
た
ら
、

と
て
も
悲
し
く
、
つ
ら
く
て
、
学
校
へ

も
行
き
た
く
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
の
い
じ
め
た
人
も
、
き
っ
と
学
校

に
行
く
の
は
、
い
や
だ
っ
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

学
校
の
人
権
の
学
習
で
、
ビ
デ
オ
を

見
た
時
な
ど
は
、
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
い

い
こ
と
を
感
想
に
書
く
の
で
す
が
、
実

際
に
は
、
何
げ
な
く
い
じ
め
を
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
書
く
だ
け
で
な
く
、
行
動
で
示
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
も
、
こ
の
作
文
に
書
く
だ
け
で

な
く
、
本
当
に
い
じ
め
を
し
な
い
こ
と

を
決
心
し
ま
し
た
。

父
か
ら
言
わ
れ
た
「
自
分
が
し
て
欲

し
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
し
て
は
い
け

な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

い
じ
め
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
い

け
な
い
こ
と
で
す
。
で
も
そ
こ
か
ら
、

大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
生
か
ら
も
、
心
の
成
長
を
し
た

ね
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
あ
の
二
人
と
も
大
の
仲
良
し

で
す
。

人
権
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

小
学
生
の
部

柏
原
小
学
校
６
年
　
村む

ら

瀬せ

由
圭

ゆ

か

さ
ん

中
学
生
の
部

東
草
野
中
学
校
３
年
　
吉
原

よ
し
は
ら

真
央

ま

お

さ
ん

１
月
15
日
号
で
は
人
権
作
文
の
中
学
生
の

部
の
最
優
秀
賞
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部

人
権
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
ー
６
６
２
９
5
５
２
ー
４
５
３
９

jin
su
i@
city.m

aib
ara.lg

.jp

人
権
作
文

最
優
秀
賞

小
学
生
の
部

大
原
小
学
校
５
年
　
川
上

か
わ
か
み

晃
弘

あ
き
ひ
ろ

さ
ん

「
四
つ
の
ち
か
い
」

標
語

最
優
秀
賞

小
学
生
の
部

醒
井
小
学
校
４
年
　
澤さ

わ

寿
美
怜

す

み

れ

さ
ん

『
知
ら
ん
ぷ
り
　

見
て
見
ぬ
ふ
り
も
い
じ
め
だ
よ
』

中
学
生
の
部

双
葉
中
学
校
２
年
　
中な

か

居い

万
喜

ま

き

さ
ん

『
み
と
め
あ
う

心
が
あ
な
た
を
育
て
ま
す
』

一
般
の
部

多
和
田
　
　
　

樋ひ

口ぐ
ち

善
一
郎

ぜ
ん
い
ち
ろ
う

さ
ん

『
す
て
き
で
す

あ
な
た
の
笑
顔
と
思
い
や
り
』
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現
在
、
市
長
・
副
市
長
を
は
じ
め
、
市

の
職
員
が
自
宅
の
冷
蔵
庫
を
利
用
し
て
ビ

ワ
マ
ス
の
ふ
化
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
実
験
結
果
を
も
と
に
、
市
内

の
小
学
校
な
ど
へ
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ

て
い
く
予
定
で
す
。

①
受
精
さ
せ
た
ビ
ワ

マ
ス
の
卵
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
容
器

に
入
れ
ま
す
。

②
容
器
ご
と
冷
蔵
庫

に
入
れ
、
ふ
化
す

る
の
を
待
ち
ま

す
。

＊
冷
蔵
庫
の
温
度
が

高
い
ほ
ど
ふ
化
す

る
ま
で
の
期
間
が

早
く
な
り
ま
す
。

冷
蔵
庫
（
約
５
℃
で
45
日
程
度
）

野
菜
室
（
約
７
℃
で
30
日
程
度
）

③
ふ
化
し
た
稚
魚
は
お
腹
に
栄
養
を
持

ち
、
そ
の
栄
養
で
50
日
程
度
か
け
て
成

長
し
ま
す
。
そ
の
期
間
を
過
ぎ
て
自
分

で
エ
サ
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
水
中
を
泳
ぎ

ま
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を

「
浮
上
」
と
い
い
、

こ
の
頃
に
は
体
長

３
cm
程
度
に
成
長

し
ま
す
。

④
成
長
し
た
稚
魚
を

３
月
上
旬
に
放
流

す
る
予
定
で
す
。

稚
魚
は
、
琵
琶
湖

で
３
年
か
ら
５
年

成
長
し
た
後
、
産

卵
の
た
め
天
野
川

に
戻
っ
て
き
ま
す
。

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、
ビ
ワ
マ

ス
が
産
卵
の
た
め
に
河
川
を
遡
上
す
る
時

期
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
天
野
川

の
遡
上
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
岩
脇
地

先
ま
で
は
遡
上
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、
こ
れ
ら
の

ビ
ワ
マ
ス
が
よ
り
上
流
ま
で
遡
上
で
き
る

よ
う
な
河
川
環
境
づ
く
り
を
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
産
卵
繁
殖
を
保
護
す
る
た
め
、

10
月
か
ら
11
月
の
間
は
県
の
規
則
で
ビ
ワ

マ
ス
の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

年
間
を
通
じ
て
全
長
25
cm
以
下
の
ビ
ワ
マ

ス
や
卵
の
採
捕
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
捕
ま
え
た
場
合
は
放
流
し
て
、
ビ
ワ

マ
ス
の
産
卵
や
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

岩脇でビワマスの
遡上を確認
岩脇でビワマスの
遡上を確認
そ じ ょ う

10月31日早朝、天野川岩脇地先にて。このビワマスは懸命にジャンプしていまし
たが、せきを乗り越えることができませんでした。

天野川ビワマス遡上プロジェクト会議
事務局

経済環境部 環境保全課(伊吹庁舎）
1５８ー２２３０
5５８ー１６３０

vol.2

生物多様性の保全を進めるモデル事業

天野川に琵琶湖固有種のビワマスが遡上
できる環境をつくってまちづくりを進め
ようと、市では県や関係機関とともに
「天野川ビワマス遡上プロジェクト会議」
を設置しています。

ふ
化
実
験
の
流
れ

職員プロジェクト

ふ化実験実施中

「
昔
は
こ
こ
ま
で
ビ
ワ
マ
ス
が
遡
上

し
て
い
た
」
と
い
っ
た
思
い
出
話
や
、

「
こ
ん
な
ビ
ワ
マ
ス
の
写
真
が
あ
る
」

と
い
っ
た
情
報
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ビワマス
情報
募集中
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介護相談員派遣事業は、平成12年度に介護保険制度が導入されたときに
始まった制度で、市町村が実施主体となって取り組んでいます。
介護保険制度の創設から10年以上が経過し、サービスの提供事業者が着

実に増加している一方で、利用者の抱える不安や不満・苦情も多くなってき
ています。
介護相談員は、こうした利用者の不安や不満が大きなトラブルにならない
よう、サービス提供の場を訪問して利用者の話を聴き、事業者や行政に橋渡
しをする役割を担っています。利用者のプライバシーや秘密は守られますの
で、安心してご相談ください。

「介護相談員派遣事業」をご存じですか

●相談員が訪問している施設

介護相談員は利用者の「声」を
サービス提供事業者につなぎ
介護サービスの「質」の向上を図ります

介 護 認 定 審 査 室 だ よ り ＊

■■問 湖北地域介護認定審査室（長浜市役所 浅井支所） 1 74ー3603 5 74ー3607

湖北地域介護相談員は、事
業活動の実施にふさわしい人
格と熱意を持った方に市長が
委嘱し、介護相談員研修を終
了しています。長浜市(21人)、
米原市(9人) 計30人の相談員
が、5班編成で湖北地域の施設
を訪問しています。

介護相談員キャラクター
ク―ちゃん

しっかり聞き取って事実を見極め

介護相談員は、まずサービス利用者から苦情や
不満などについて聞き取り、左記のようなかたち
で事実を見極めます。そのうえで本人への助言や、
施設などサービス事業者側と意見交換を重ねて問
題のありかを提示し、サービスの質の改善につな
がる提案をします。

施設などの 
サービス提供 
の場を訪問 

市町村 
(事務局)へ 
報告 

利用者・ 
家族への 
説明 

施設などの 
サービス 
事業者へ 
報告・提案 

利用者から 
話を聞く 施設などの 

サービス提供 
の場を訪問 

市町村 
(事務局)へ 
報告 

利用者・ 
家族への 
説明 

施設などの 
サービス 
事業者へ 
報告・提案 

利用者から 
話を聞く 

毎月１回程度、通
常複数人で訪問 

施設の行事などに
も参加し、サービス
の現状を把握 

活動報告書を基に意見
交換やサービスに関す
る提案を行う 

相談内容に基づき相談
記録票を作成し、活動
報告書を提出 

相談者から匿名の希望が
ある場合は、個人が特定で
きないよう配慮する 

相談を聞いたままにせず、
改善状況を伝える 

●相談の流れとポイント

施設区分

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

通所介護（デイサービス）

グループホーム

長浜市管内

07施設

02施設

01施設

12施設

04施設

米原市管内

01施設

02施設

00施設

12施設

02施設

合　計

08施設

04施設

01施設

24施設

06施設

単なる行き違いや
情報不足かな

虐待や詐取にあた
るものかな

介護の質に
関わる
ものかな

個人の好き
嫌いによる
要望かな
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米原市内の交通事故（平成23年11月30日現在）※カッコ内は前年比
件数　165件（ －13件 ）、死者　5人（ ＋3人 ）、傷者　201人（ －30人 ）

冬至は太陽が北半球から一番遠ざかって、日照時間が一年中で最も短く
なる日です。冬至にかぼちゃを食べると病気にならないといわれ、かぼち
ゃを食べる習わしがあります。かぼちゃはカロテンやビタミンＣが豊富に
含まれていて、風邪の予防に有効です。
日本では、新年のお正月から始まってたくさんの年中行事があります。

行事や行事食など、古くから伝えられてきた生活の知恵は大切にして、子
どもたちに伝えていきたいものですね。

かぼちゃのことわざ
「冬至のかぼちゃを食べると風邪をひかない」
・・冬至の日にかぼちゃを食べて、ゆずのお風呂
に入ると風邪をひかないといわれています。
冬の寒さに負けず健康に過ごすための教え
です。

「冬至かぼちゃに年をとらせるな
・・かぼちゃは冬至を過ぎるころに傷みかけてく
るので、年内に食べきるようにする教えです。

毎月19日は「食育の日」

■問 市健康づくり課（山東庁舎）1 55－8105 5 55－2406

「事故0」を
滋賀の道から
あなたから

食育の基本は家庭にあります。家
庭でおいしく楽しい食育に取り組み
ましょう。

「米原市環境美化条例に基づく美化
重点区域および喫煙禁止区域の指定」
について、パブリックコメント(市民
意見)を募集します。
募集期間s1月4日(水)～2月3日(金)
案の閲覧場所s各庁舎・行政サービ
スセンター・図書館の市政情報プ
ラザ・市公式ウェブサイト

意見の提出方法▼
閲覧場所へ直接提出。または郵
送・FAX・Eメールで下記まで。

■問 市 環境保全課(伊吹庁舎)
1 58ー2230 5 58ー1630
〒521-0392米原市春照490-1
kankyohozen@city.maibara.lg.jp

次の市有地を一般競争入札により売
払います。一般競争入札による市有地
の売払いとは、市があらかじめ定めた
予定価格（最低売却価格）以上で最も
高い価格で入札された方を落札者とし
て決定し、契約する方法です。
物件s米原駅東部土地区画整理事業

施行区域内18街区3
宅地 161.79㎡　　
最低売払価格 11,972,500円

申込受付s1月6日(金)～17日(火）
入札日s1月22日(日）
■問 市 都市振興局（米原庁舎）

1 52－6784 5 52－5194

健康や子育てに関する印刷物につい
て、次のとおり広告主を募集します。

健康づくりガイド
健診や予防接種の

日程など市が実施す
る事業を記載した冊
子で、3月に市内全世
帯に配布予定。
作成部数s14,000部
広告枠s裏表紙

A4サイズ1面に4枠
(連結可)カラー印刷

赤ちゃん手帳　　
妊娠期から幼児期

までの母子の健康保
持を図るため、母子
健康手帳とともに配
布。出産後の予防接
種や成長記録票など
を掲載。
作成部数s450部
広告枠s裏表紙A4サイズ1面に6枠

(連結可)カラー印刷

共通事項　
広告規格s1枠 縦50mm×横80mm
掲載料金s1枠 5,000円
受付期間s12月16日(金)

～1月13日(金)
■問 市 健康づくり課（山東庁舎）

1 55－8105 5 55－2406

パブリックコメントを募集

市有地の売払いについて

広告主を募集
健康づくりガイド・赤ちゃん手帳

ほたるんの
食育通信
第13号

米原市・長浜市内の鉄道駅につ
いて、より親しみやすく利用しや
すい駅となるような「駅活用のア
イデア」を募集します。
優秀なアイデアには記念品を贈
呈します。ぜひご応募ください。
募集内容s次の3点を満たすもの
①米原・長浜市内の鉄道駅に関す
るアイデア

②利用者の目線で、駅がより便利
になるための「ちょっとし
た」・「目からウロコ」といっ
たアイデア

③お金のかからないアイデア
応募方法sタイトルを『駅活用私
のアイデア』とし、次の5点を
記入の上、メールまたはFAXで
市民安全課まで（様式自由）

①現状における課題
②①の課題を解決するアイデア
③期待できる効果
④氏名・ふりがな・住所、電話番号
⑤応募者の氏名公表の可否
締切s1月31日（火）
その他s優秀なアイデアは施策の
参考にするほか、広報誌等で発
表。また、アイデアを活用する
権利は協議会に帰属。

■問 鉄道を活かした湖北地域
振興協議会（市市民安全課内）
1 52ー6630 5 52ー6930
bouan@city.maibara.lg.jp

「利用しやすい駅ってどんな駅!?」
駅活用にあなたのアイデアを募集
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市内在住で対象となる方には、12
月10日頃にご案内を送付しますので、
ぜひご参加ください。
また、就学や仕事などで市外へ転出
しておられる方で、米原市成人式への
参加を希望される方は、お名前・現住
所等を下記までご連絡ください。
ときs1月8日(日)13時30分～16時

＊受付は12時30分～
ところs県立文化産業交流会館　
対象s平成3年4月2日～平成４年4月
1日生まれの市内在住もしくは米原
市出身の方

■問 市教委生涯学習課（ルッチプラザ内）
1 55－8106 5 55－4556

「あたっちゃった。どうしよう」と、
慌てる前に、裁判員制度について学
んでみませんか。
説明会では実際に使われている法

廷の見学や裁判傍聴、制度の説明な
どを行いますので、お気軽にご参加
ください。参加は無料で、先着順に
50人予約を受け付けます。
日時s2月7日(火)13時20分～
会場s大津地方裁判所別館
■問 大津地方裁判所　

1 077－503－8112

「桜みち」などのヒ
ット曲でおなじみの神
野美伽さんがルッチプ
ラザで熱唱します。
日時s3月17日(土)

14時開演
会場sルッチプラザ
チケット（全席指定）▼　
前売 4,000円／当日 4,500円
＊友の会会員はそれぞれ500円割引き
（チケット購入時に入会可）
チケット発売日▼
友の会会員12月14日(水)10時～　
一般の方　12月15日(木)10時～
＊予約専用電話でのみ受付
専用電話　155ー7150
■問 ルッチプラザ　1 55－4550

くらしの中での「困ったあれこれ」
について、司法書士が無料で相談を
お受けします。
日時と会場s
・毎月第3土曜日 9時30分～12時30分
彦根勤労福祉会館
・毎週木曜日 17時30分～20時30分
ひこね燦ぱれす
予約方法s下記まで電話
予約電話　1077ー527ー5576
■問 滋賀県司法書士会

1 077－525－1093

申請を希望される方は、事前に農
林振興課へご相談ください。
受付期間▼
12月15日(木)～1月16日(月)
土･日･祝日を除く＊期限厳守
8時30から17時15分まで
受付場所s農林振興課
＊上記期間を過ぎた場合は、次回受
付（4月中旬～5月中旬頃）となり
ます。

次の①から⑥までの要件をすべて
満たす必要があります。
①必要性および緊急性があり、除外
したい農用地以外に代替すべき土
地がないこと。

②周辺農用地の集団性が保たれてい
ること。

③農業用施設等の機能に支障がないこと。
④土地改良事業等の工事が完了した
年度の翌年度から起算し、８年を
経過した土地であること。

⑤効率的かつ安定的な農業経営を営
む者（認定農業者や集落営農組織
等）に対して農用地の利用や集積
に支障を及ぼす恐れがないこと。

⑥他の法令（都市計画法、農地法等）
の許可見込みがあること。

■問 市 農林振興課（伊吹庁舎）
1 58－2228 5 58－1719

農用地利用計画の変更
（農振除外）の受付について

農用地区域からの除外
（農振除外）の要件

人口40,998人（－34） 男20,102人（－15） 女20,896人（－19） 世帯数13,735世帯（－1）

65歳以上の人口　10,182人　　高齢化率　24.84% ※（ ）内は前月との比較【平成23年12月1日現在】
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スプリングコンサート2012

今月の表紙
上平寺の雪室

ゆきむ ろ

が復元されました。

11月27日、上平寺で復元された雪
室のお披露目会として｢雪室祭｣が開催
されました。雪室は東西6m、南北8m、
深さ2mと大きなものでしたが、土砂
の堆積などで全体の3分の１程度しか
確認できなかったようです。雪室の復
元は今年初めての挑戦であり、春頃に
雪がどの程度残るのか未知数となって
いるようですが、努力の芽が出ること
を応援したいと思います。

「あったか生活」で節電しよう！
震災の影響により、今冬も関西電力管内では昨年比10％以上の
削減が要請されました。消費電力の多くを占めるエアコンや照明は、
低めの設定温度、不要箇所の消灯徹底、LED電球への買換えなどの
ほか、昔ながらの湯たんぽで温まったり、オシャレな重ね着をして
みたり、体を温める食材を使って料理をしたりと、過度に電気を使
用しなくても暖かく暮らせるスタイルを見つけてみませんか。
冬は夏と違って、ピークが朝から夜にかけて長くなだらかになる
傾向があり、特に家庭での使用が増える18時～21時の節電に、無
理のない範囲でご協力をお願いします。

節電要請期間　
12月19日～平成24年3月23日（年末年始を除く平日）

一人が変われば
、 

世界も変わる！
! 
８ 

裁判員制度説明会

「米原市成人式2012」を開催します

司法書士法律相談会
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消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

外国通貨の勧誘にご注意 外国通貨の勧誘にご注意 

環境保護のため再生紙を使用しています。

植物油インキで印刷しています。

この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は
15円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時

外国通貨を、購入金額より高値で買い取ると勧誘されるもの

です。イラク、スーダン、アフガニスタン、リビア、ベトナムなどの

通貨の勧誘があります。

これらの通貨は日本国内での換金が困難です。実際の価値より著し

く高い価格で販売されているうえ、買い取りされた例はありません。

過去に未公開株等で被害にあった人に、被害を救済すると話を持ちか

けてくるケースも多くあります。

勧誘の言葉を信用しないように注意して、決してお金を支払わない

でください。

解説

Ａ社から外国通貨に関するパンフレット

が届いた。数日後、Ｂ社から電話があり、「パンフ

レットが届いた人しか購入できないため、パンフ

レットを探している。資源が豊富な国で必ず価値

が上がる。２倍で買い取るので、代わりに購入し

てくれないか」と言われた。別の会社からも同じ

ような電話があり、本当なのかと思い購入したが、

買い取ると言ったＢ社とは連絡が取れなくなった。

相談

●支社等のない事業所および新設された事業所
に、県知事から任命された調査員が調査票を
配布します。

※支社等を有する企業等は、国または県が委託した民間
事業者が郵送により調査票を配布します。

●提出された内容は統計作成の目的以外（税の
資料など）には、絶対に使用しません。

みなさんの暮らしや地域を良くするために大切
な調査です。正確な統計をつくるために、調査
への回答をよろしくお願いします。

■問 市　広報秘書課（米原庁舎）
1 52－6627 5 52－5195

経済センサスは
経済の｢国勢調査｣です

2012年2月1日（水）
実施
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